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 公共交通のサービス⽔準を評価するため、鉄道路線や駅の有無が指標になる
 ここで、運⾏本数はサービスレベルを⼤きな要素
 そこで、全国の鉄道路線、駅の運⾏本数（発着本数）を調査しデータ化した

都市構造の評価に関するハンドブック（国⼟交通省︓平成26年8⽉）（抜粋）
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データ作成対象
対象の鉄道
 鉄道要覧（国⼟交通省）に記載されている鉄道
 路⾯電⾞、モノレール、新交通システム等を含む
 鋼索鉄道、観光列⾞のみの鉄道を含まない

対象の列⾞
 平⽇に運⾏されている定期列⾞
 有料列⾞（特急料⾦、指定席料⾦、ライナー料⾦等が
必要な列⾞）を除く
→ 地域交通・⽣活交通を対象とするため
→ JRの乗⾞券のみで利⽤できる区間の特急を含む
→ ライナーの末端部で乗⾞券のみで利⽤できる区間を含む
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情報源（データ時点）
 ⾸都圏のJR東⽇本、⺠鉄各線→ My LINE東京時刻表2023
 JR⻄⽇本→ JR版⻄⽇本時刻表2023年秋号
 近鉄→「近鉄時刻表」2022年12⽉17⽇ダイヤ変更号
 熊本市電→ GTFSデータ
 上記以外のJR東⽇本、JR北海道、JR東海、JR四国、JR九州、三セク→ JTB時刻表2023年10⽉
 上記以外の⺠鉄、公営鉄道→ 各社HPに掲載されている時刻表（2023年10⽉〜11⽉取得）

【2023年版データ】

【2024年版データ】（2024年春のダイヤ改正を踏まえてデータ更新）
 ⾸都圏のJR東⽇本、⺠鉄各線→ My LINE東京時刻表2024
 JR⻄⽇本→ JR版⻄⽇本時刻表2024年春号
 東海、近畿、北陸の⺠鉄（富⼭地鉄除く）→ JTB私鉄時刻表関⻄東海 2024
 富⼭地鉄市内線、熊本市電→ GTFSデータ
 上記以外のJR東⽇本、JR北海道、JR東海、JR四国、JR九州、三セク→ JTB時刻表2024年3⽉
 上記以外の⺠鉄、公営鉄道→ 各社HPに掲載されている時刻表（2024年3⽉〜4⽉取得）

※2024/3/16ダイヤ改正と明記された鉄道以外は4⽉以降の時刻表を採⽤
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区間別の運⾏本数データ
路線×区間別

→異なる路線間で区間の重複あり
区間別

→区間の重複なし

駅別の発着本数データ
路線×駅別

駅別
→事業者内で同⼀名の駅を集計

作成したデータは４種類
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 路線×区間別運⾏本数

東海道線 ←124本 128本→

横須賀線 ←104本 104本→

常磐線 ←50本 55本→

⼭⼿線 ←241本 254本→  ←241本
256本→

京浜東北・ ←256本 256本→
根岸線

東
京

品
川

上
野

蒲
⽥

⽥
町

 区間別運⾏本数

JR東⽇本東海道線 797→ 799→
←775 ←775

東
京

⽥
町

品
川

※路線の区切りは原則、始発・終着列⾞のある駅
※列⾞の種別（快速、普通など）は合算



ＪＲ⻄⽇本岡⼭ 着 185→ →発 98
発 187← ←着 96
総発着数 562
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 路線×駅別発着本数

岡⼭

⼭陽線 着 56→ →発 37
発 55← ←着 37

伯備線 着 30→
発 30←

吉備線 着 30→
発 31←

瀬⼾⼤橋線 着 68→
発 71←

津⼭線 →発 24
←着 22

⾚穂線 →発 37
←着 37

岡⼭

 （事業者別）駅別発着本数

︵
起

点

側
︶

︵
終

点

側
︶

（終点側） （起点側）

※複数路線があるとき起点側、終点側が物理的な⽅向と⼀致しないことがある

※当該駅に停⾞する列⾞のみを集計

 当該駅を始発・終着とする便と
スルーする便を同等に扱うため、
発着数で計上

 そのため、発着数を集計すると、
終端駅では発着数が半分になる
のが課題
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 区間データ、駅データともに図形データ（ジオメトリ）付きなのでマップ化が容易
 ファイル形式

 タブ区切り、WKT形式のテキストファイル
 geojsonファイル

 座標は国⼟数値情報の鉄道データをもとに⼀部修正したもの
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全国鉄道運⾏本数データはデータ公開サイトからダウンロードできます
https://gtfs-gis.jp/railway_honsu/
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